
　閉塞前線には寒冷型と温暖型があります。閉塞前線が

寒冷前線に直線的につながっているときは寒冷型，温暖前

線に直線的につながっているときは温暖型と判断できます。

日本付近の低気圧と前線

　生徒は，気団が大規模な高気圧の中で形成され
るということを忘れがちです。そのため，典型的
な夏や冬の天気図を見たとき，大規模な高気圧が
示されているにもかかわらず，気団と関連づけた
読み取りができないことが多くあるので気をつけ
させましょう。

生徒のつまづきポイント

●シベリア気団

　バイカル湖を中心としたシベリア地方が冬の放射冷却によって寒

冷になってできます。－50℃まで冷えることがあり，ヒマラヤ・チ

ベットの高い山脈に遮られて，大気を南方に放出することができな

いため，ますます冷やされて，強い高気圧になります。

●小笠原気団

　ハワイ付近を中心とし，北太平洋一帯に広がる北太平洋気団が西

に張りだした部分の，高温・多湿の気団です。亜熱帯高圧帯に位

置し，夏に海洋上が高気圧になる傾向が重なって，夏に発達，北上し，日本に影響を及ぼします。

●オホーツク海気団

　オホーツク海を中心に，梅雨期に発達します。低温・多湿であり，梅雨前線は，この気団と小笠原気団の間に

できます。

日本付近で発達する気団

4

5

6

A
B

学習の流れ
時限目

大気の動きによる天気の変化
節のねらい 気団と関連づけながら前線と天気の

特徴を理解させるとともに，数日間における天気変化
の規則性を見いださせる。

A 第13時限目導入
◆図 30 を用いて，急に変化した気象要素の種類と
その時刻を指摘させる。

【導入時の発問例】
図 30 において，急に変化した気象要素は何か。ま
た，その変化は何時から何時の間で起こっているか。

B 図示実験
◆図 31 を用いて，冷たい空気とあたたかい空気が
すぐには混ざらないこと，冷たい空気があたたかい
空気の下にもぐりこむことを確認させる。

C ｢考えてみよう」
◆気温の急激な変化が起こるしくみを考えさせる。
◇水槽の前面右下に印をつけ，印周辺の気温の変化
を考えさせる。

◇気象要素の変化を大気の性質の変化として捉えさ
せる。

評価の場面 思⑨

D 学習課題の理解
◆性質が異なる大気の動きが，天気の変化にもたらす
影響を調べることを知らせる。

E 説明
◆図 32 を用いて，日本が中緯度地方にあり，北と
南の大気の影響を受ける所にあることを説明する。

◆気団のでき方と性質の関係を説明する。
◇気団の性質が地表の影響によって決まることを十
分に理解させる。日本周辺に発達する3つの気団
については，教科書本冊 p.106で扱う。

◆図 33 を用いて，前線のでき方や基本構造を説明
する。

評価の場面 知⑨

時限目

A 第14時限目導入
◆寒気と暖気の動き，前線のでき方を思い出させる。

B 説明
◆図34を用いて，停滞前線，寒冷前線，温暖前線，
閉塞前線の特徴を説明する。

評価の場面 知⑩

教科書本冊紙面の解説教科書本冊紙面の解説

1 図31(図示実験) ｢観察・実験編｣
2年 p.36 参照

前線形成のモデル実験である。水槽の裏面に
黒い紙をはり，仕切り板で つに分ける。仕切
った片側に保冷剤と線香を入れ，煙で満たした
冷たい空気をつくる。その後，仕切りを外すと，
冷たい空気が反対側の水槽の空気の下にもぐり
こみながら押し進む様子が見られる。

2 考えてみよう

解答 冷たい空気が，あたたかい空気を押し
のけて入りこんだから，気温が下がった。

3 気団

水平方向に数百～数千 の広い範囲にわ
たって，気温や湿度などの大気の性質がほぼ一
様な大気の塊を気団とよぶ。地表面の状態が一
様な広い大陸上や海洋上において，長期間にわ
たって停滞性の高気圧が形成されると，その中

で気団ができる。気団はふつう高緯度地方や低
緯度地方ででき，偏西風が大気をかきまわして
しまう中緯度地方ではできにくい。

生徒は，気団が大規模な高気圧の中で形成さ
れるということを忘れがちである。そのため，
典型的な夏や冬の天気図を見たとき，大規模な
高気圧が示されているにもかかわらず，気団と
関連づけた読み取りができないことが多い。

4 前線面

寒気団と暖気団の境界は，温度がしだいに変
化する転移層になっていて，その厚さは約
ぐらいである。厳密な面をもっているわけ

ではないが，大気の全体の規模から考えると非
常に薄い層なので，面があると考えても差し支
えない。

5 日本付近の低気圧と前線 p.205参照

極付近からふき出す極偏東風と亜熱帯(中緯
度)高圧帯からの偏西風がぶつかる所を寒帯前
線帯とよぶ。寒帯前線帯は，温度差のある大気
がぶつかり，上空には寒帯前線ジェット気流が
形成される。寒帯前線ジェット気流は，蛇行し
ながら地球を取り囲むように西から東へ移動し，
温帯低気圧を形成する要因になる。前線帯の位
置は季節によって変化し，冬は日本の南側，夏
は日本の北側にある。そのため，温帯低気圧が
発生する緯度は季節によって異なり，冬は比較
的南寄り，夏は比較的北寄りで発生しやすい。

大気の大循環モデルと高圧帯・前線帯
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6 閉塞前線の断面(なるほど)

閉塞前線には寒冷型と温暖型がある。閉塞前
線が寒冷前線に直線的につながっているときは
寒冷型，温暖前線に直線的につながっていると
きは温暖型と判断できる。教科書では寒冷型を
示している。これは，日本列島付近の低気圧は
発達中であることが多く，寒気の影響を受けて
寒冷型の発生が多いことによるものである。

閉塞前線の断面構造（寒冷型・温暖型）
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温暖型
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以前，揚子江気団と呼ばれていたものは，気団の定義となる「移動しない，
または，移動しにくい停滞性の大規模な高気圧」といったものに該当しな
いことから，現在の気象学では，日本付近の気団から除外されています。
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教授用資料さらにくわしくお知りになりたい場合
啓林館教師用指導書2年 詳説 p189，211
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地球の大気と天気の変化
天気の変化と大気の動き・大気の動きと日本の四季


